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北極 圏 ・海洋 汚染 国際会議 AMOP 参加報告

　　　　　　　　 原 正
一

　　　　　　　平成24年 10月

　　　　　　　海 上 防災155号

　 カ ナ ダ の バ ン クーバ ーに 於 い て 、平成24年6月5 日〜9目

に 開催 され た 北極 圏 ・海 洋 汚 染 国際 会 議 AMOP （Arctic　and

Marine　Oil　Pollution　Program）2012に 出席 し、ポ ス タ
ー

セ ッ

シ ョ ン で 発表 を 行っ た。本報告 で は 、会議の 概要、著者 が

発 表 した 内容 及 び 著者 が 興 味を 持 っ た 3 つ の トピ ッ ク ス

を簡単に 紹 介 した。
　発 表 内 容 は 、沈 船 内 の タ ン ク に 残 存す る 重 油 回 収 技術及

び 油 処理 剤 の 水 中散 布 技術に 関す る もの で 、前 者 につ い て

は 既 存の 実験結果 と数値計算 との 比 較 を行 っ た 。後 者 は実

験 に 関す る紹介で あ る。また、海上 に 流出 した 油膜厚 さ を

概 観 か ら推 定 す る研 究、危 険 化学物 質の イ ン ターネ ッ トに

よる 3 種 類 の 検 索デ
ー

タベ ー
ス の 比 較 及 び 氷 海 域に お け

る 油処 理 剤 の 海中散布 に 関す る 実験的研究に つ い て 紹介

した。

Common 　Performance 　 Condition　for　marine

　　　accident
−Expe血mental 　Approach 一

　三 友信夫、疋 田賢次郎、吉村健志 、竹本孝弘

　　　　　　　　 平成24年 ll月

　　　　　　 Proceedings　 of 　ICETET −12

　海難要因の 多くは、ヒ ュ
ー

マ ン フ ァ ク ターに起 因 して い

る とい われ て い る。し か し なが ら、ヒ ュー
マ ン フ ァ クター

そ の もの に 着 目 した海難要因分析 は行われ て お らず、そ の

主 な 要因 と され る ヒ ュー
マ ン フ ァ ク ター

に 基 づ い た 海難

要 因 の 分析手 法は 確立 され て い な い。そ こ で 本研 究 で は、

海難防止 対 策への 応 用 も含 め た 海難 リ ス ク の 低減 を最終

的な 目標 と し、HRA （人 間信頼性解析）手 法の
一

つ で あ

るCREAM を 用い CPC （共 通行動条件） と呼 ばれ る概念 を

海難 用 に修 正 し、ヒ ュ
ー

マ ン フ ァ ク ターに基 づ い た海難要

因分析手法の 検討を 行っ た。

　本研究で は 、こ の 修正 に お い て 海難 の 要因 と して 「他船

との コ ミュニ ケ
ー

シ ョ ン と情報 の 共有」を追加 す る妥当性

を検証 す る。そ の た め に、他 船 との コ ミュニ ケー
シ ョ ン を

制 限 した 実験 シ ナ リオ を用 い た 操船 シ ミ ュ レ ータ実 験 を

行 っ て 、参加 者 の 操 船 結 果 と、実 験 後 の 面接 調 査 を分 析 す

る と と もに、参加 者の 認 知 及 び 判 断 過 程 を含む イ ベ ン トシ

ーケ ン ス を 作 成 し、コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン と海 難 の 関連、及

び そ の 重 要性 を 検 討 した。

A 　MethOd ｛for　Quantifying　the　Risks　of 　Human
Error　fbOm　Experiment8　with 　the　Ship　Bridge
　　　　　　　　　 Simulator
吉村健 志、疋 田賢次郎、伊藤博子、西崎 ちひ ろ

　　　　　　　　　 三 友信夫

　　　　　　　　 平成24年 ll月

　　　Proceedlngs　of 　5th 豆ntemational 　Conference

　 on 　Emerging　TrendS　in　Engineer血g ＆ Tec  ology

　 本研 究 は、操船者 が 引 き起 こ す ヒ ュ
ー

マ ン エ ラー
の 認 知

及び判断過程に 焦点 を あ て て 、他船の 見落 と しや 発見遅れ

が、どの よ うに し て 発 生す るの か 明 らか にす る た め に、他

船 の 配置な ど条件 の 異な る実験シ ナ リオ を作成 して 、操船

実 務 経験 者 を 参 加 者 と し た 操 船 シ ミュレ ータ実 験 を 行 っ

た。そ の 結 果、以 下 の 結 論 を 得た。1）左 舷 の 船 舶 の 発 見

は 右舷 の 船 舶 よ り遅 く、見 落 と しが 多い こ と。2）左 舷 の

船 舶 へ の 見 張 り時 間 が 延 長 す る と、右 舷の 船 舶 へ の 動 静監

視 が お ろ そ か に な る こ と。3）見 張 りの 時、双 眼 鏡の 利 用

時間 が 長 い ほ ど、他 船の 発 見 は 早 い こ と。

表　各要因間の 相関行列
1　 　 　 　 2　 　 　 　 3　 　 　 　 4　 　 　 　 5　 　 　 　 6　 　 　 　 7

　Numerical　 Simulation　of 　Exhaust　 Gas
Diffusion　 based　 on 　 Gaussian　 Plume 　 Model

　　　Takeshi　Yokoi 　 and 　Hideyuki　 Shirota

　　　　　　　　 平成 24年 ll月

　 Proceedings　 of 　Asia　Navigation　Cenference　2012

　本研究で は 、船舶排 ガ ス に 起因す る 環境影響 を評価す る

た め、海 上 気 象 の 特 徴 を考 慮 し、停 泊 中や 湾 内 を航 行 す る

コ ン テ ナ船 の 主機 に 着 目 して 、機 関 出力 お よび 風 速 の 変 化

に 伴 う排 ガ ス の 拡散濃度 と輸送距離 に つ い て 、ガ ウス プル

ー
ム モ デ ル を 用い て 算出 した。
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